
競 技 注 意 事 項 

 

１． 本大会は、２０２５年度(公財)日本陸上競技連盟競技規則並びに本大会申し合わせ事項によって行う。 

 

２． 招集について、トラック競技は各競技開始時刻の１５分前、フィールド競技は３０２０～６０分前

に完了し、同時にナンバーカードの確認を行う（棒高跳は現地で行う）。 

また、招集時刻が他の競技時刻と重なっている場合は同時出場届を、棄権する場合は、欠場届（用

紙は招集所に準備）を招集開始時刻までに競技者係に提出する。 

リレー種目は各ラウンド第１組目の招集完了時刻６０分前までにオーダー用紙を招集所に提出す

る（オーダー用紙は招集所に準備）。 

招集時刻に遅れた者は、当該種目を棄権したものとして処理する。 

リレーにおいて同一校で複数チーム申し込む場合、選手が出場できるのは申し込み時のチームに限

る。他のチームには出場できない。ユニフォームはチームで同じもの（ランニングシャツ・セパレ

ートどちらかで統一）を着用すること。 

 

３． ナンバーカードは、胸、背部に確実に取り付けること。ただし、跳躍種目については片方だけでもよい。

トラック競技は本部で用意した腰ナンバーカードを指定された位置に付けること。腰ナンバーカードは競

技開始直前に付け、終了直後に必ず返却する。 

 

４． 着順または時間を元に次のラウンド進出のための最後の1枠を決定するにあたり同成績者がいる場合、全

員を有資格者とすべきであるが不可能であれば抽選によって決める。また、準決勝・決勝の走路順は本部

で抽選によって決める。 

 

５． 競技用具は、会場備え付けの物を使用する。ただし、棒高跳のポールについては各自のものを使用して

もよい。その他の物は、検定を行う場合があるが、許可なく競技場内に持ち込んではならない。 

 

６． 投てき練習は事故防止のため、競技開始前、審判員の指示によって行う。なお、補助競技場での投てき

物を使用しての練習は禁止する。ﾒﾃﾞｨｼﾝﾎﾞｰﾙについては指定された区域で使用すること。 

 

７． フィールド種目の計測距離は当日の状況によりフィールド審判長と総務で決定する。 

 

８． 競歩において、周回を残し３２分を超えた者については、競技を打ち切るものとする。 

 

９． 入賞者（１位～６位）は表彰するので、決勝終了後、20分以内に表彰者控え所に集合すること。な

お、他競技の都合で集合できない場合は、代理人が表彰を受けること。 

 

10． 応援について、メインスタンドでの集団応援は禁止する。また、横断幕や幟の設置は本部の指示に従っ

て設置すること。 

 

11. 助力について、競技規則TR6.に従う。なお、ｽﾀﾝﾄﾞから映像を見せる事は認めるが、映像機器等をｽﾀﾝﾄﾞ

から吊り降ろしたり、競技者に手渡したりしての映像確認は認めない。TR6.4.5ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞのみ適用する。 

 

12． 環境美化について、各大会で清掃分担が割り当てられているが、グラウンド・スタンド・選手控え所・

トイレ・更衣室など、使用した周囲も含めて美化に努めること。また、ゴミは必ず各自で持ち帰ること。

補助競技場の清掃分担にあたっている学校は、使用された用器具をすべて片付けること。 


